




一緒に写真を撮ったりする場面も見られました。

 —

▲

26－31

このように、物語を作った上で、展示の企画をしています。

今まで行われた展覧会の中で代表的なものを幾つか紹

介したいと思います。

今ご覧になっているスライドは、釜山出身の女性マンガ家を

取り上げた特別展です。ご存じの方もいらっしゃると思いま

すが、韓国は昔、紙媒体の出版マンガがベースだったので

すが、2000年以降、ウェブトゥーンがベースになっています。

過渡期を経て、マンガメディアが変わってきているのです。

1990年代に活動していたマンガ家は紙ベースでマンガを

描いてきましたが、2010年以降のマンガ家たちはウェブ

トゥーンがベースです。1990年代、2000年代、2010年

代以降という風に作家を3つに分類し、それぞれの展示を

行いました。

写真で見ると普通の展覧会にしか見えないかもしれません

が、この展覧会には裏話があります。展示をするにあたっ

て、1990年代の作家たちからはマンガの原画を預かり、

それらを展示しました。2000年代と2010年代のウェブ

トゥーンのマンガ家たちからはデータでもらって展示するこ

とにしました。

問題になったのは、1990年代のアナログマンガから2000

年代にウェブトゥーンへと過渡期を経たマンガ家たちの原

画でした。データで送ってもらったものには、吹き出しから

セリフが抜けていたり、画像自体に問題があったりしたの

です。最初はびっくりしたのですが、よく考えてみると、デー

タでの作画に慣れていないことが見せられるのであれば、

その部分こそ過渡期そのものを表現しているのではないか

と思いました。データに不備があったものも、あえて不備の

あるまま印刷の上、展示し、過渡期を含めて出版マンガか

らウェブトゥーンに至るまでの過程が時代順に見られるよう

展示を構成しました。

 —

▲

32－36（次頁）

こちらは「記憶の中の街」という展覧会です。韓国の作家

が、北九州市のマンガ家さんたちとペアになって北九州市

と釜山のそれぞれの路地の絵を描いて、それを展覧会に

するというプロジェクトでした。

「釡山女性作家特別展」
“Special exhibition of 
female artists from Busan”
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私がペアになった日本人のマンガ家さんは、北九州市でマ

ンガ家として活躍している田中時彦さんです。田中さんは

アナログで北九州の絵を描いて展示し、私はどちらかとい

うとデジタルの人なのでデジタルで釜山の路地の絵を描い

て、それで展覧会をすることにしました。

こちらの作品で私が試したのは、タイムスリップでした。今

ご覧になっているのは、釜山のある古本屋が集まるところの

風景です。こちらに出ている古本屋がある場所は、私自身

にとっても思い出の地です。子どもの頃には、そこに行って

日本のマンガを買ったりすることもありました。釜山で活躍

するマンガ家だったら、ゆかりのあるところではないかと思

います。

 —

▲

37

今ご覧いただいている絵は、古本屋にマンガを買いに行っ

た後、最後にいつも寄っていたドーナツ屋です。こちらの絵

は、タイムラプスという、製作過程を見せられる描き方で

製作しています。その過程を皆さんにお見せしたいと思い

ます。動画をご覧ください。

描いている過程を全て見せています。その中に隠れている

話があります。先ほどもお話ししたように、いつも買い物が

終わった後に行くところなのですが、一度、そのドーナツ屋

で忘れ物をしたことがあります。おいしすぎて、買った本の

ことを完全に忘れて帰ってしまったのです。忘れたことに気

が付いてもう一度戻ったときには、そこに置いておいた本が

なくなっていました。完成したイラストには、今お話ししたよ

うなストーリーは見えないのですけれども、自分が実際に

経験した話から描いています。

今ご覧になっているのは、今と昔の自分が出会うところで

すね。

今ご覧になったイラストと動画は、同時に展示をしていたの

です。イラスト1枚だと分からないのが、動画の形だと全て

分かるので、両方展示してみました。

 —

▲

38（次頁）

これは、先ほど紹介した「記憶の中の街展」での展示風景

です。写真では見えませんが、展覧会場を通って先にある

階段を上っていったら、北九州の路地の展覧会につながる

ような形になっていました。

「記憶の中の街」展
“An exhibition of streets 
drawn from memory”
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 —

▲

39

時間の関係上、全て説明することはできませんが、釜山の

ウェブトゥーンフェスティバルの風景のスライドを少しお見せ

して、最後にしたいと思います。ありがとうございます（拍手）。

 

伊藤　ナムさん、ありがとうございました。次に、ユーさん、

よろしくお願いします。

 

ユースギョン

「京都国際マンガミュージアムの活動と原画’（ダッシュ）」

ユー　京都精華大学国際マンガ研究センターの研究

員、ユースギョンです。これより発表をさせていただきます。

本発表では、一つ一つのマンガ展の中の表現方法や展

示方法よりは、常にマンガ展をつくり出しているという特殊

な立場にあるマンガミュージアムの活動内容を中心に話を

したいと思います

 —

私が働いている国際マンガ研究センターは、京都精華大

学の研究機関です。京都国際マンガミュージアムの建物

の中に設置されていて、ミュージアムの中核を担っていま

す。ここでは、センターの実質的な活動のベースとなってい

る京都国際マンガミュージアムについて話をします。

 —

マンガミュージアムの機能は、主に次の6つとなります。

1 マンガ資料のアーカイブ

2 マンガ文化の調査・研究

3 博物館的機能・図書館的機能の展開

4 研究者・専門家の育成

5 新産業の創出

6 地域のコミュニティセンター

 —

当館は、博物館的機能と図書館的機能を併せ持った新

しい文化施設であり、マンガ関連の資料を約30万点所蔵

しています。

 —

釡山ウェブトゥーンフェスティバルの風景
Scenes of Busan Webtoon Festival

釡山ウェブトゥーンフェスティバルの風景
Scenes of Busan Webtoon Festival

釡山ウェブトゥーンフェスティバルの風景
Scenes of Busan Webtoon Festival

釡山ウェブトゥーンフェスティバルの風景
Scenes of Busan Webtoon Festival

釡山ウェブトゥーンフェスティバルの風景
Scenes of Busan Webtoon Festival
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▲

40

そのうちの約5万冊のマンガは、開架図書として自由に手

に取って読んでいただくことができ、それらは今ご覧になっ

ているように、ミュージアムのグラウンドを含め、館内であ

ればどこででも読んでいただけます。

 —

▲

41

約5万冊の開架図書の他、地下書庫には、閉架資料が

約25万点保存されています。書庫は常に一定の温湿度管

理がなされていて、資料にとって万全の環境になるよう配

慮をしています。

 —

それら閉架図書は、研究閲覧室という部屋で読むことがで

きます。開室日には専門の司書が常駐し、調査する研究

者や学生を支援するレファレンス機能も備わっています。

 —

▲

42

マンガミュージアムでは、年に3回ほど大きな企画展を開催

していて、小さい展示も含めれば年間約10回の展示がされ

ています。その中には所蔵資料を活用した展覧会も多数

あります。

 —

また、マンガ家によるトークショー、ライブドローイング、研

究発表会などのイベントも開催しています。これらを通し

て、マンガ文化の研究者、そして専門家の育成に取り組ん

でいます。

 —

ワークショップやコスプレ交流会など、一般のマンガファン

が参加・体験できるイベントも多く開催しています。

 —

今まで説明した内容に加え、マンガミュージアムでは、マン

ガ原画に関わる活動も行っています。オープン当初から行

なっていた「原画’（ダッシュ）プロジェクト」をはじめ、最近は、

全体の業務の中でも、原画に関わる活動の占める割合が

年々増えています。

 —

このようなマンガ原画関連活動の背景には、2000年代

以降日本のマンガ界でしばしば語られるようになった問題

があります。今後マンガ原画をどうするか、という問題です。

残り25万点のほとんどは、地下の書庫に所蔵されているこの書庫は温湿度管
理されている。 
Most of the other 250,000 volumes are in the underground archive, where the 
temperature and air humidity are regulated.

展覧会 
Exhibitions
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日本では1960年代以降、週刊マンガ雑誌の登場などに

よってマンガ原画が大量に作られるようになりました。マン

ガ家にとっては持っている原画の量が数万枚に達すること

もありますが、ほとんどの場合、それらの原画は、マンガ家

本人、あるいは親族や知人などによって保存・管理されて

います。

効率的なマンガの原画保存についてはそれほど研究され

ておらず、原画保存のためのスタンダードというものが存在

しないので、保管者本人の事情や環境によっても保管方

法や状態に差があります。マンガ原画の保存は個人の責

任として見なされているのが現状だと言えるでしょう。

 —

日本のマンガ関連のミュージアムでは、このような現状を

踏まえて、ここ10年ほどこの問題をマンガ界全体の課題と

して考えていくための問題提起や努力を重ねてきました。

今ご覧になっているスライドにも出ていますが、2015年から

は文化庁事業として、原画アーカイブのための調査や研

究を進めるプロジェクトなども始まっていて、京都国際マン

ガミュージアムを含めて5つの施設・団体が機関連携先とし

て参加しています。

 —

▲

43

原画整理の過程をひととおりスライドでお見せします。

原画収集と整理は、今ご覧になっているような原画の“発

掘”あるいは“救助”といった状況から始まることも少なくあ

りません。

 —

▲

44－45

先ほども話しましたように、マンガ原画には保存のためのス

タンダードな方法というものは存在しません。なので、これ

までの私たちの経験や専門家の意見を参考にしながら、

私たちはそれなりの原画整理作業を行っています。

 —

▲

46

マンガ原画そのものをどこに、どのような方法で保存するか

という問題を考える上で、私たちが常に意識しているのは、

保存した原画や資料の活用です。

 —

活用事例の一つとして、「原画’（ダッシュ）」を紹介します。原

原画と関連資料の収集  
(Collecting original manga drawings and manga-related materials)

あるマンガ家の原画を著作権者が借りている倉庫からサルベー
ジ 
Salvaging a manga artist’s original drawings from their rental 
warehouse.

未整理資料の中性紙文書箱への移し替え作業 
Moving the original drawings to boxes made of acid-free materials

未整理資料の中性紙文書箱への移し替え作業 
Moving the original drawings to boxes made of acid-free materials 

43

44

45

    原画ダッシュ制作と利活用について 
    Utilization: including producing Genga’ (Dash)

46
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画’（ダッシュ）とは、現状をそのまま再現した精巧な複製マン

ガ原画のことを言います。マンガ原画の今の状態をアーカ

イブすべく、傷や汚れもそのまま、サイズも原寸で再現す

る原画’（ダッシュ）プロジェクトは、2001年からマンガ家の竹

宮惠子氏と京都精華大学が共同で研究に取り組んでい

ます。

 —

▲

47

具体的な手順については、スライドをご覧ください。原画

の現状が記録された研究資料としての価値もありますが、

原画’（ダッシュ）の強みは何よりも「原画の代わりになれる」と

いうことです。さまざまな使い道があると思いますが、最も目

に立つのは、年々増えてきた国内外のマンガ展覧会への

出品です。

 —

▲

48

展示など、長い期間における公開を目的にしておらず、劣

化しやすいといったマンガ原画の弱点がない上、原画と見

分けがつかないほどのクオリティがあることから、多くの場

所で原画’（ダッシュ）が展示されてきました。

 —

原画’（ダッシュ）を原画の利活用の例として紹介しているの

は、今申し上げた理由もありますが、もう一つの側面として

は、そのアーカイビングの仕方も関係しています。

例えば、フランス・アルザスで開催したマンガ展では、「少

女マンガの謎を解く」というテーマで10名以上の作家の原

画’（ダッシュ）70点を展示しました。これが可能だったのは、

何よりも製作された原画’（ダッシュ）はマンガミュージアムで一

括保管・管理されているからでした。

ミュージアムや関連施設、団体によるマンガ原画のアーカ

イブがより広まっていけば、これまで築いてきた原画’（ダッ

シュ）活用のノウハウも一つの先行事例として参考になると

期待できます。そういった意味で、マンガミュージアムの原

画’（ダッシュ）プロジェクトは、それ自身が原画を活用した結

果物でありながら、日本のマンガ界が直面している原画

アーカイビングという課題にも役立っていると言えます。

 —

このように、マンガミュージアムは資料の管理、そして原画

アーカイブや原画ダッシュを含めた原画の利活用などを

原画ダッシュの制作の手順 (Genga’ Dash production process)

原画ダッシュ化する作家を選定 
Choosing an artist

作家への交渉、覚書締結、原画借用 
Talking with the artist, exchanging agreements and borrowing 

their drawings

制作チーム（DNP）が原画をスキャン、色調整 
Scanning and producing

竹宮氏とスタッフによる色確認（最低でも３回） 
Color adjustment by Takemiya Keiko and staff (minimum 3 

times)

完成、額装、保管、活用 

Completion, framing, archiving, utilization 

磐田市香りの博物館への計８０点の原画ダッシュ貸
出 
および展覧会の企画協力 
Loaning 80 pieces of Genga’ Dash to the museum of 
fragrance in Iwata and providing support for selection of 
the exhibition content

Oct 27, 2018-Jan 14, 2019

原画ダッシュの利活用  
Utilization of Genga’ (Dash)
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行っています。マンガミュージアムで行っているさまざまな活

動を紹介しました。

今回紹介した日々 の活動が、今後とも私たちがマンガ展

をつくり続けるための原動力になっています。そして、時に

はそのような活動から生まれた疑問や研究的視点を、展

示を通して投げ掛けることもあります。

最後に、そういった疑問や研究的視点を投げ掛けて賛否

両論を呼んだ展覧会を一つご紹介したいと思います。マ

ンガミュージアムで開催された「土田世紀全原画展―

43年、18,000枚。」（2014年5月31日－8月31日）という企画展で

すが、2万点のマンガ原画が展示されました。

 —

▲

49

その原画の一部は、踏みながら観るという、見たこともない

ような形の展覧会でしたが、この事例に関しては、のちの

ディスカッションにつなげて、皆さんとお話しできればと思い

ます。

 —

ありがとうございます（拍手）。

 

ディスカッション

伊藤　ありがとうございます。お三方のプレゼンテーション

でした。

マンガを使った展覧会は、日本でもすごく増えていて、僕の

調査では、ある年には年間400展ぐらい開催されていた、

という現状があります。国立美術館で荒木飛呂彦さんの

個展が行われるなど、公立の美術館や博物館でマンガ展

が行われることも、当たり前のようになっています。

そういった状況にあって、こうした場で「マンガ展とは何な

のか」ということを話す意義はあると思うのですけれども、

マンガというのは、いわゆる現役のカルチャー、現在進行

形のカルチャーなわけです。ニコルさんのお話の中で、展

覧会の人気コーナーはマンガ本を手に取って読む場所

だった、という話があったと思います。では、書店に行って

800円でマンガを買うことと、800円の入館料を払ってマン

ガミュージアムのマンガ展を観ることはどう違うのか、という

49
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ことが、まずあると思います。そういった中で、新しいマンガ

の楽しみ方や別の意味を開いていくことが「ミュージアム」と

いう場所の役割なのかな、と思っているのですけれども、と

にかく、現役のカルチャーをミュージアムという制度の中で

あえて扱うことの困難や、逆に可能性みたいなものが存在

すると思っています。

僕は元々民俗学を専門とする者なのですが、この議論は

民俗学という「日常生活文化」―これを「ポピュラーカ

ルチャー」と言ってもいいと思いますが―を扱う分野の

中でも行われてきました。1950年代に、日本でも、例えば

民具とか民家みたいな一般の人たちが普段使っている日

常品をミュージアムで扱うことは意味があるのか、といった

議論が起こったのです。そうした議論は実は、マンガで今

起こっている議論とパラレルなものではないか、と考えてい

ます。ですから、これはマンガの話なのですけれども、博

物館の議論としても非常に面白いものではないかと思って

います。

それから、ミュージアムというのは元々、ある種の現物主義

がアイデンティティの一つだったと思うのですけれども、ナム

さんのいろいろなご苦労話で出てきたように、デジタル文

化が非常に重要になってきている時代の中で、ミュージアム

も、デジタルデータを扱うことの困難を認識し、そこからあ

る種の可能性を見いだしていかなければいけなくなってい

ます。

……といった感想を、僕自身は、お三方の話を聞きながら

持ちました。

以降は、自由に議論していただきたいと思うのですけれど

も、まずはディスカッサントとして加わっていただく吉村さん

からコメントを頂きたいと思います。

吉村　私の役割は議論を盛り上げることだと思っているの

で、登壇している皆さんに質問を投げるのですが、ここにい

らっしゃる多くの皆さんにも、「マンガを扱っているミュージア

ムとは一体何なのか」ということを問いかけたいと思ってい

ます。

私は京都精華大学の教員ですが、私自身がその立ち上

げに関わった京都国際マンガミュージアムは、この京都精

華大学と京都市との共同事業として2006年に開館しまし

た。開館間もない頃、多くの海外のお客さんから、複数の
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同じようなご意見を頂きました。「ミュージアムと思って来た

が、ここはミュージアムではない」と言われたのです。ここに

は本がたくさんあるので「ライブラリー」ではあるけれど、マ

ンガの原画がない、原画を集めているところこそが「ミュー

ジアム」なのではないか、と。こうした意見は、私たちが考

えているマンガミュージアムの役割に対して、再考を促しま

した。

いまでも「マンガのミュージアムとな何か」ということを考え

続けていますが、そのことはマンガの展覧会のつくり方や

コンセプトにも当然影響しています。先ほど見ていただいた

「土田世紀全原画展」の写真ですけれども、少しだけ説

明を加えますと、これは展示会場の床に本物の原画を敷

き詰めています。原画’（ダッシュ）のような複製ではありませ

ん。土田世紀さんという43歳の若さでお亡くなりになった

方が生涯をかけて描いた1万8000枚の原画を全て余す

ところなく見せてほしいというご遺族の意思を踏まえなが

ら、どうやって見せればいいのかを悩みつつ、一方でマン

ガの原画というものには果たしてどんな価値があるのかと

いうことを、根本的に、あるいは刺激的に、来場者に問い

かけるため、原画を踏むという、ある意味挑戦的なやり方

を採ったのです。それは、大切に保護すべき原画を持っ

ていないと「ミュージアム」ではない、という声への回答でも

ありました。

ここから議論に入っていきます。今日のマンガ展の可能性・

不可能性を考えるに当たっては、さまざまな観点が考えら

れますが、やはり本日のポイントは、原画を大切にして成

功に導かれた大英博物館の事例と、そもそも原画が消え

る過程でウェブトゥーンを扱っている韓国の釜山の事例を

あえて対極的に構成したことかと思います。その上で、日

本ではどのようにマンガ原画と向き合ってきたのか、という

ことを、私たちの立場から結び付けつつ考えたいと思って

います。

 これは昨日、このICOMの開催を紹介する記事（『読売新聞』

2019年9月3日夕刊「マンガ原画どう守る？ 作者死亡・高齢化で散逸危

機 保存・活用方法検討へ」）です。マンガの原画をどのように保

存・活用するかということで、そこに見出しが出ていますが、

戦後のマンガ界をリードしてきた先生方が、ご年齢のこと

もあってマンガが描けなくなる、あるいはもうお亡くなりに

なっているということは、現在の私たちが抱えている緊急度 69
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の高い問題です。こういった事態を踏まえつつ、私たちも、

先ほどの原画アーカイブの手法を考えようとしているのです

が、そもそもマンガの原画というのは、ミュージアムの収集

の対象物としては、ちょっと不思議なポジションのものでは

あります。「マンガとは何か」ということを考えた時、多くの人

にとって、いま私が手にしているようなマンガ本こそが「マン

ガ」だから。これはさっきコンビニで買ってきたものですが、

つまり、マンガ原画というのは、あくまでもこうしたマンガ本

を作るための中間生成物であって、「マンガ」そのものでは

ありません。しかし、実際に、マンガ原画は、展覧会であっ

たり、アーカイブの活用の主役になり得たりしている。その

現実を私たちはどう考えるのか。

そこで、まずは、原画にこだわって展覧会を構成されたニコ

ルさんと、そもそもモノとしての原画がないという状況に対

していろいろ工夫を凝らそうとしているナムさんに、こういっ

た日本におけるマンガの原画アーカイブをどのようなお考え

か、そのための課題や可能性についてお伺いしたいと思い

ます。

ルマニエール　では、私からよろしいですか。

大英博物館のマンガ展は、あくまでも原画展でした。原

画だけではなく、マンガの歴史や社会といった側面からマ

ンガ文化を理解できるよう工夫していますが、大事なのは

原画です。

原画には、さまざまな描き方の痕跡が残っています。大英

博物館では、Gペンなどを使って手で描いた原画を展示

しました。それは、歴史的な観点があったからです。大英

博物館の中にPrints and Drawingsという部門があって、

ずっと前からレンブラントのスケッチのようなものに注目して

きました。それを今の時代に当てはめて考えると、日本のマ

ンガの場合はネームとかストーリーボードに当たります。そ

ういうものが一つの段階としてとても大事だと思っています。

マンガ展でも、例えばゾーン2の歴史コーナーで、井上雄彦

先生がGペンで描いている「バガボンド」と、筆ペンで描い

ている「バガボンド」を展示しました。プラス月岡芳年の下

絵があり、河鍋暁斎の「墨合戦」も展示し、こういうものを

筆ペンとかペンの力というスタンスで比べているのです。

大英博物館には北斎の版下絵もあるし、さまざまなプロセ

スを示すことができます。展示でも、例えば石塚真一さん
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のアナログ原画も展示しましたが、そのネームも、デジタル

も展示する。つまりプロセスを見せることを大切だと思って

います。

デジタルの場合、例えば「聖☆お兄さん」の中村光さんは、

12巻まで手で描いていたのですけれども、13巻からはデジ

タルになりました。デジタルの場合は印刷して、本人に確

認の上で、サインしてもらったものを展示しました。デジタル

の元データにこそ意味があるかもしれませんが、大英博物

館ではまだそこまで考えていなくて、あくまでもアーティスト

に認めてもらったプリントを展示しました。

吉村　マンガ展にとってのひとつの重要な年は、1990年で

す。手塚治虫先生がその前年に亡くなった後、国立近代

美術館で「手塚治虫展」が行われたのですが、そのとき、

額装された原画が並べられました。それ以降、原画を見

ることの価値とは別に、マンガを展示する上で、動線のこと

だったり、ページ構成が見開きになっていたりというものを

味わうのと、原画を見て回るのとでは大きく違うのではない

かという問題を、ずっと私たちも引き受けながら考えることに

なります。

大英博物館でも、原画をそのままたくさん見せるわけには

いかない中で、展示の仕方に工夫を凝らされたと思うので

すが、その辺りについてはいかがですか。

ルマニエール　マンガ原画は小さいので、ただずっと壁に

並べるだけだと退屈だし、いろいろなことを考えて、ゾーン

ごとに展示の仕方を変えることにしました。例えば、ゾーン

5では、一つの原画を額縁の中に入れて、キャラだけ大きく

プリントした。

それぞれの作品の原画は大体4枚くらい見開きで展示し

たのですが、その4枚は、まずは学芸員が選びました。そ

の後アーティストに会って、どんなものを見せたらいいかを

相談したところ、大体アーティストと意見が合っていました。

panpanyaという、若手の、本当に優秀なアーティストがい

るのですけれども、panpanyaの最終的な原稿はデジタル

データです。でも、Gペンで描くという過程もある。キャラ

は、実は鉛筆で描かれています。そういうことが分かったと

きに、鉛筆のキャラのスケッチと背景のGペンのスケッチと

デジタルを全部一緒に展示することになりました。 71
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吉村　もう一つだけお伺いしたいのですけれども、今回、

大英博物館の展示については、たくさんの作家、たくさん

の作品を包括的に見せようという意図があったと思うので

すが、あれだけの原画が集まることは、日本でもなかなか

ありません。原画を集めるにあたって、そもそも目当ての原

画が存在しない、ということもありましたか。

ルマニエール　マンガを集めるのは本当に大変なことでし

た。大英博物館ではふつう、美術館あるいは博物館同

士で借りることがほとんどですが、今回は、編集者を通し

てお借りしました。ただ、編集者とか出版社によって借用の

ルールが違うし、プロセスも違う。これが初の試みだった

のでびっくりしましたが、面白いのは、原画は大体アーティ

ストの押し入れにあった、ということです。

目当てのページが見つからない時は、「描きかけている、こ

ういうものはどうですか」と言われたり。

一つすごく大事なのは、大英博物館のスタンスとして、アー

ティストへの謝礼は等しく同じにしたことです。若くても、ベ

テランでも同じ値段です。

また、出版社とアーティスト自身だけではなく、OPMA（マ

ンガ・アニメ展示促進機構）という作られたばかりのオーガニゼー

ションにもお世話になりました。それがなかったらこういうこ

とはできなかった。今後はもっとプロセスがスムーズにいく

ようになると思いますが、そうなれば、今後はもっとマンガの

展覧会も企画されやすくなると思います。

吉村　大英博物館でマンガ展が行われるということで、日

本国内でも、そうした貸し出しのシステムが推進されただ

けでなく、原画を収蔵したり修復したりと、様 な々ことに関

心が向いたことは間違いないと思います。

ナムさんにもお聞きします。ウェブトゥーンセンターというの

は、アナログ原画を集めていますか。あるいはデータでしょ

うか。後者の場合、そのデータをどのようにアーカイブしよ

うと考えているのですか。

ナム　一部、ウェブトゥーンのデータを集めています。ウェ

ブトゥーンのデータの場合は、作家さんにコンタクトを取っ

て、メールで送っていただければいいので、すごく簡単です。

私個人としては、最初、ウェブトゥーンのフェスティバルを始
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めるときも、プリントして展示することに何の意味があるの

か、という気持ちもありました。自分自身も紙ベースの時代

を経験していたので。

原画の重要性ということが頭のどこかにありましたが、そも

そも原画が存在しないデジタル時代の「原画」とは何なの

か、というのをずっと自分に問い掛けていました。まず、アナ

ログのマンガの原画がなぜ重要なのか、ということを考えま

した。そして、それは、作家が描いた線の形が見られる、創

作の過程が見られるからではないか、と思ったのです。そう

であれば、デジタルの「原画」も、先ほど皆さんにご覧いた

だいたように、過程が見られる動画の形にすればよいので

はないかと思って、そういう展示の仕方を考えたわけです。

吉村　興味深いです。そういう立場から、ナムさんが大英博

物館の展示を見てどう思うのかも、一言聞いてみたいです。

ナム　先ほどの話に大英博物館の展覧会の話を加える

と、マンガ家として紙ベースのマンガも経験しているので、

原画が大事だということは、もちろんいつも思っています。

ただ、時代が変わっているので、原画は保存するのは当然

ですし、これからも守っていかなければいけないのですけれ

ども、今後どうするかもやはり考えていかなければいけない

と思います。

大英博物館のマンガ展に関しましては、いろいろなマンガ

文化の側面を見せられていて、原画の見せ方などでは自分

たちがいつも考えているようなところに注目していたので、や

はり考えることは似ているのだなと思いましたし、最後にデ

ジタル技術を使ったようなところが少し見られたので、やは

りそういうところではつながっているなとも思いました。

吉村　ありがとうございます。

少し違う角度から考えてみましょう。マンガ原画が大切だと

いう前提に私たちは立っていますが、そもそもマンガの原画

の価値は一体どう決めるのかという難しい問題があります。

これはもう2年前になるでしょうか。新聞記事等でも話題

になったことですが、手塚先生の「鉄腕アトム」の原画が、

フランスのオークションで、1枚3500万円で落札されまし

た。それがいいとか悪いとかいう話は置いておいて、そのこ

とが示しているのは、マンガ原画の経済的な価値です。日 73
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本では、一般的に、原画には芸術品としての値段が付い

ていないので、例えば海外に輸送するときの保険をどうか

けるか、といったことが問題になります。あるいは、ご遺族

の方に原画をお借りしたりご寄贈いただいたりする際の原

画の扱い方など、さまざまな場面で、「原画の価値とは一

体何か」ということを考えさせます。

ユーさん、いまや原画’（ダッシュ）貸し出しのオファーが海外

から増えてきてますけど、元 は々原画を貸してほしいという

話があったところを、実は原画’（ダッシュ）というのがあるので

すよ……と提案していたら、いまのような状況になった、と

いうことだと思います。原画／原画’（ダッシュ）の価値の差の

ようなものは、まだ存在していますか。

ユー　私の経験なのですが、特にヨーロッパのミュージアム

だと、「やはり原画でないといけません」と、原画’（ダッシュ）を

見てもらう前に言われることは多いです。「作家が描いた、

作家の手が触れたものでないといけない。原画’（ダッシュ）

ではダメ」と言われることもあるのですが、そういうときは「と

にかく一回原画’（ダッシュ）を見てください」と言うんです。そ

うすると、「ああ、これだったら原画そっくりなので大丈夫で

しょう」と言われることは少なくありません。ただ、なぜ原画

でないといけないのかという基準は、ミュージアムや個人に

よって異なっているようです。原画そっくりだったらいいという

人もいれば、それでもダメという人もいる。

ただ、マンガ原画の場合、マンガ家ご自身、出したいとは

思っていたとしても、国内を含め、いろいろな人の手が触れ

るような状況には置きたくない、という気持ちはあるようで

す。そういう意味では、原画の価値を語る以前に、そもそ

も原画が使える状況なのか、そうではないのかということも

重要だと思います。

吉村　ありがとうございます。ニコルさん、時間がない中

で、ズバリ聞きます。大英博物館は、今後マンガの原画を

どうしますか。集めますか。集めるとすれば、どういう価値

があるものとして考えることになりますか。

ルマニエール　もう既に集めているのですけれど……

吉村　今まで以上に積極的にいくとしたら。
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ルマニエール　これからも積極的に集めます。中村光先

生に1話頂きましたが、ちばてつや先生には、今回、描き下

ろし作品を描いていただきました。描き下ろしの方法が、

一番無難だと思うのです。それから、1話ならすごくいいと

思うのですけれども、それが難しい場合でも、原画1枚で

は足りない。構造としては見開きがひとつの単位なので。

展示のことを考えると、原画のサイズのことは重要です。大

英博物館で展示したときは、一応、全部アプリで見られる

ようにした上で、現物は磁石で押さえることで、原画全体が

見えるようにしていたのですけれども、描き下ろしの方がすご

くインパクトがありますね。カラーですし。

大英博物館ではデジタルデータも収集していますが、現

在、あらためて、館のデジタルポリシーを考え直していると

ころです。まだはっきり言えないのですが、さっきナムさんが

おっしゃっていたようなプロセスの記録ということを、これか

らはすごくやりたいと思っています。実は大英博物館のマン

ガ展でも、3カ所、作家が描いている場面を展示していま

いた。デジタル作画でも、こういうプロセスの映像があれ

ば、展覧会で見せたいと思います。

吉村　それは、恐らく美術品としての価値というよりも、大

英博物館資料としての価値を考えたときに、それが成立

する過程まで含めて収蔵したいということにもつながると思

います。なぜ今、大英博物館でマンガの収蔵を積極的に

やりますかと聞いたかというと、日本には現在、マンガ・アニ

メに関連している施設が70以上あるのです。その中の多

くは、作家の顕彰記念館のようなものです。水木しげる先

生であったり、それこそ手塚先生であったり。そういう作家

個人を顕彰するところは、その出身地のマンガ家の原画を

収蔵したいと思っている。これを、伊藤さんと私が文化庁

でやっている事業に結び付けながら、原画のアーカイブセ

ンター、ネットワークみたいなものをつくっていきたいと考え

ているのです。そのネットワークの視野が、国内でとどまる

のか、海外までいくのか。いくとすれば、どんな価値として、

どんな役割分担ができるのかみたいなことが、恐らく今後

の原画アーカイブの活用を考えていく上では、とても重要

になっていくのだろうと思います。

そういう中で、ナムさんに、例えば韓国と日本とのつながり、

あるいは今回のような大英博物館とのつながりなどについ 75
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て、そして、希望みたいなことがあればお聞きしたいです。

ナム　何より皆さんとのつながりを今後も固めていって、い

ろいろな方に特に展示の面でご協力いただけるのであれ

ば、すごくうれしいと思います。京都国際マンガミュージアム

以外にも、日本のいろいろなマンガ家の施設に行ったこと

がありますが、地域色を生かしながら、機関同士が連携し

ていく姿をすごくうらやましく思いました。大英博物館の展

覧会でも、日本の様 な々機関と連携して、協力を得ながら

日本のものをイギリスで見せることに成功したというのが、

すごくうらやましいと思いました。

現在、日本やイギリスで行われているマンガの展覧会は、

新しい作品というよりも、既に有名で、歴史のある作品を取

り扱うものが中心になっていると思うのですが、今後はデジ

タルベースの作家の展覧会にも、皆さん関わっていくと思

います。そういうときにご協力できることがあれば、うれしい

なと思います。

吉村　メールでデータをやり取りできますしね。ニコルさ

ん、国際的につなぐ、ということで、なにかありますか。

ルマニエール　日本で70カ所もマンガに関係している施設

があるのはすごいことだと思うのですけれども、マンガとい

うのは誰にアプローチするのかを言うのが本当に難しいし、

今出版している作家へのアプローチはいいのですが、今出

版されていないアーティストさんにはどういうふうにアプロー

チするのかなど、難しい点もありました。

マンガミュージアムはすごく大事な役割を果たしていて、本

当にこれが今のマンガの動きの中心だと思うので、一緒に

やっていただいてとてもありがたいことなのですけれども、や

はり国際的なアーカイブが作れると、とてもいいと思います。

それが中心になって、十何カ所につなぐことができるので、

そうなってほしいなと思います。

吉村　ありがとうございます。

伊藤　最後に、まとめではないですけれども、さらに大きな

疑問が出てきたというのが、僕の中の結論です。恐らくマン

ガは個人的な楽しみの重なりで、それがたまたま面白いと

01
 /

 0
1
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rt
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思った人が多ければ、人気が出てきて、結果的に歴史に

残る。そういった人たちが減っていけば消えていくというの

が、マンガというポピュラーカルチャーの力学だと思うので

すけれども、それを「ミュージアム」という場所が、ある意味、

無理やり集め、無理やり残していこうというところで、価値

を新しく創出していく、ということが出てきているわけです。

ネットワークをつないでいく上では、ある種その価値をどこま

で共有していくかということも出てくると思いますし、ではマン

ガの価値の国際的なスタンダードは何なのか。それこそニコ

ルさんのところで集めている原画、マンガというものを、どう

いう価値観で集めていけばいいのかというのは、恐らく世界

中のマンガを集めていこうと思っているミュージアムの参考に

なっていくと思います。どこまでどういうふうに参考にしていく

のかみたいな、ある種マンガの価値とは何なのだろうかとい

う大きな課題みたいなものを、今日伺って、つくらせてもらっ

たという感想で終わらせていただきたいと思います。

マンガミュージアムは、地下鉄の烏丸線に乗って烏丸御池

で降りるとすぐにあります。ICOMの期間中は、マンガミュー

ジアムはパスを見せていただいたら入館を承認させていた

だくというサービスをさせていただいていますので、ぜひ今

日話に出たマンガミュージアムをご覧いただければと思いま

す。ちょうど竹宮惠子先生の展覧会をやっていますが、そ

こでは、一部、原画’（ダッシュ）の現物も見ていただけます。

もちろん、たくさんの原画も観ていただけます。今日のお話

を補完する形でお立ち寄りいただければと思います。

今日はイギリスから、そして韓国から、また遠くからわざわ

ざ来ていただいた皆さん、ありがとうございます。お聴きい

ただいた皆さんも、長い時間ありがとうございました。これ

で終わりたいと思います（拍手）。
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2022年は、国際マンガ研究センターにとって、そして私自身にとっても、忘れ難い

年となりました。その理由は、初代の当センター長を務められた、牧野圭一先生

が8月にお亡くなりになったためです。享年84歳でした。

 牧野先生は1994年9月に京都精華大学へご着任されて以来、漫画家と大

学教員という二足の草鞋だけでなく、高知県の「まんが甲子園」をはじめ、さまざ

まなマンガに関するイベントのプランナーやプロデューサーとして、さらには、日本

漫画家協会や日本マンガ学会の理事として、八面六臂の活動を精力的に続け

られました。2008年3月に本学をご退職されるまでの経歴に限っても、マンガ学

科長、情報館長、マンガ文化研究所長、マンガ学部長、国際マンガ研究セン

ター長と、マンガに関わるほとんどのポジションで初代のリーダーを務めてください

ました。しかも毎週、自宅のある千葉の船橋と勤務地の京都を新幹線で往復さ

れていたのです。

 文字通り常人離れしたそのご活躍ぶりは、多くの関係者のみなさんもご存知

のところでしょう。もちろん私自身、頭が下がる思いは同じです。ただ、マンガ文化

研究所に在職中、つまり牧野先生の直属の部下として勤務していた頃に、正直

に告白すると、あまりにも先生のスピードやスケールが凄すぎて、付いていくのが精

一杯の時期もありました。

今でも忘れられない言葉があります。あれは、2001年7月末に日本マンガ学会の

設立を何とか助成したあと、同年11月に控えた第1回大会・総会を準備していた

時のことだったと思います。当時の同僚である山田千恵さんとほとんど二人で学会

事務局を運営していて、慌ただしい毎日を過ごしていたところ、マンガ学会のやは

り初代事務局長に就任されていた牧野先生がいつもの笑顔でこう仰いました。

 「吉村さん、忙しそうですね。仕事を四つ五つ抱えていると大変でしょう。で

もね、僕の経験から言えば、七つ以上抱えてさらに二桁になれば、むしろ楽にな

りますよ」と。

 最初は何のことだか、にわかに理解できませんでした。自分の仕事の要領

がわるいのか、もっとがんばれという励ましなのか、これからさらに忙しくなること

への予告なのか、そもそもどうして仕事が増えれば楽になるのか……。いずれにせ

よ、そのあとずっと記憶に残る言葉となりました。

 ですが、今ではわかります。いえ、わかったような気がしているだけかもしれ

ませんが、あの言葉には決して他意や皮肉は無く、牧野先生の率直なアドバイス

であり、仕事を楽しく進めるための極意だったのです。そう、あれこそが「牧野流」

の教えだったことが、のちに私もそれなりの経験を積む中で、ようやく実感とともに

理解できてきました。

あ
と
が
き

吉
村
和
真
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私たち国際マンガ研究センターには、これまで10人を超える研究員が在籍しまし

たが、喜ばしいことに、その大半が別の大学やマンガ関連施設に就職し、各々 に

活躍しています。その仲間たちとセンター在籍中の思い出話になると、京都時代

の勤務経験がどんなに大変だったか、だけど、それ以上にどれだけ楽しかったか、

ほぼ口を揃えます。2006年の設立当初からずっとセンターに所属している身から

すると、これは嬉しい限りです。もちろん、それは「牧野イズム」が歴代の研究員

たちに受け継がれていることの証だからです。

牧野先生、あたたかいご指導をありがとうございました。現在のIMRCのメンバー

も、この年次報告書をご覧いただければわかる通り、たくさんのマンガに関わる

仕事を楽しみながら進めていますので、草葉の陰から見守っていただければ幸い

です。改めて、衷心よりご冥福をお祈りいたします。

 2023年2月20日

▼

パネル展示風景。

イベント風景

次ページ以降に、2022年10月1日から、京都国際マンガミュージアムに設置された

牧野圭一先生を追悼するコーナーパネル

（配布版。以下にてDL可。https://kyotomm.jp/news/news_makino_memorial_corner/）を再録する。
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 ▼  

パネル。（コーナー担当：伊藤遊、「えむえむ新聞」構成デザイン：上岡杏子）

えむ え
む2022 年（令和 4 年）8 月 14 日（日曜日）マンガ33

牧野圭一さんの功績

牧野先生へ・
最後のお手紙

呉 

智
英

に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
。

　
１
９
６
０
年
前
後
ま
で
、
マ

ン
ガ
の
本
流
は
牧
野
さ
ん
自
身

も
執
筆
し
て
い
た
一
コ
マ
マ
ン

ガ
の
政
治
諷
刺
マ
ン
ガ
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
今
も
マ
ン
ガ
の
重

要
な
一
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
が
、

現
代
の
マ
ン
ガ
は
コ
マ
を
単
語
・

文
法
の
よ
う
に
使
う
ス
ト
ー

リ
ー
マ
ン
ガ
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
時
代
の
マ
ン

ガ
観
を
牧
野
さ
ん
は
持
っ
て
い

た
。「
マ
ン
ガ
」
を
「
萬
画
」（
よ

ろ
ず
の
表
現
が
で
き
る
え画
）
と

名
付
け
た
石
ノ
森
章
太
郎
と
の

対
談（『W

hat’s Politics?

』

所
収
）
で
も
同
旨
の
話
を
し
て

い
る
。

　
伝
統
的
な
一
コ
マ
の
諷
刺
マ

ン
ガ
か
ら
現
代
マ
ン
ガ
ま
で
俯

瞰
的
に
理
解
し
論
じ
ら
れ
る
マ

ン
ガ
文
化
研
究
者
で
あ
っ
た
。

わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
全
国
ど

こ
に
で
も
行
っ
て
、
自
治
体
な

ん
か
に
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

ど
ん
ど
ん
提
案
す
る
。数
打
ち
ゃ

当
た
る
方
式
で
。
根
付
い
て
く

れ
れ
ば
御
の
字
で
す
よ
」
そ
の

言
葉
通
り
、
高
知
県
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
マ
ン
ガ
甲

子
園
」
は
素
晴
ら
し
い
結
果
を

生
み
ま
し
た
。
そ
の
行
動
範
囲

は
全
国
規
模
、
い
や
い
や
世
界

規
模
？
中
国
に
マ
ン
ガ
美
術
館

を
！
と
、
実
際
に
活
動
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
学
を
去
ら
れ

る
と
き
も
ま
だ
ま
だ
途
中
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
進
行
中
で
、
き
っ

と
そ
の
ま
ま
牧
野
節
が
続
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

旗
を
振
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

確
か
に
世
の
中
は
動
き
ま
せ
ん
。

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
も
ま
た
然
り
。
京
都
の
真
ん

中
に
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!?

と
、
会
議
が
紛
糾
し
て
い
た
頃
、

牧
野
先
生
が
確
か
に
こ
っ
そ
り

と
旗
を
振
っ
て
い
た
の
を
私
は

知
っ
て
い
ま
す
。

先
ん
じ
て
旗
を
手
に
取
る
牧
野

先
生
に
、
心
か
ら
の
拍
手
を
！

漫
画
家
と
し
て
は
珍
し
い
）
と

こ
ろ
、
あ
ま
た
の
メ
ー
ル
を
瞬

速
で
返
信
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
ど

な
ど
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
牧
野

先
生
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
ひ

と
つ
ふ
た
つ
の
問
題
は
し
ん
ど

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
つ
四

つ
に
な
れ
ば
も
う
い
っ
そ
平
気

で
す
よ
」…

…

強
い
で
す
よ
ね
。

教
え
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
牧
野
先
生
は
い
つ
も
ご
自
分

の
こ
と
を
「
提
案
屋
」
だ
と
言

ー
マ
ン
ガ
に
も
広
く
関
心
が

あ
っ
た
。
２
０
０
０
年
に
京
都

精
華
大
学
に
マ
ン
ガ
学
科
が
開

設
さ
れ
２
０
０
６
年
に
は
マ
ン

ガ
学
部
と
な
っ
た
が
、
牧
野
さ

ん
は
教
授
と
し
て
準
備
段
階
か

ら
尽
力
し
、
同
大
の
国
際
マ
ン

ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
も
歴
任
し

た
。
マ
ン
ガ
を
文
化
・
芸
術
の

一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
大
学
で
教

育
・
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
時

代
の
索
引
役
を
勤
め
た
。

　
牧
野
さ
ん
は
マ
ン
ガ
を

「
じ
ょ
う
ぜ
つ

饒
舌
な
象
形
文
字
」
で
あ
る

と
表
現
し
て
い
る（『“
感
覚
的”

マ
ン
ガ
論
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）。
マ

ン
ガ
の
定
義
は
時
代
に
よ
り
論

者
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
多

く
の
研
究
者
は
牧
野
さ
ん
に
共

通
す
る
認
識
を
し
て
い
る
。
象

形
文
字
は
、
森
羅
万
象
を

か
た
ど象

り

な
が
ら
そ
れ
を
抽
象
化
し
、
普

遍
的
な
表
現
記
号
と
し
た
も
の

だ
。
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
行
為
が
可
能

に
な
る
。
マ
ン
ガ
を
象
形
文
字

　
牧
野
圭
一
さ
ん

は
、
マ
ン
ガ
実
作

者
で
あ
る
と
同
時

に
マ
ン
ガ
文
化
研

究
者
で
あ
り
マ
ン

ガ
教
育
者
で
も

あ
っ
た
。

　
１
９
３
７
年
生

ま
れ
の
牧
野
さ
ん

は
、
少
年
時
代
か

ら
美
術
家
志
望
で

あ
っ
た
が
、
テ
レ

ビ
の
絵
コ
ン
テ
な

ど
の
仕
事
を
経
て

３０
代
か
ら
政
治
諷

刺
の
一
コ
マ
マ
ン

ガ
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
。
１
９
７

６
年
か
ら
は
読
売

新
聞
に
政
治
諷
刺

マ
ン
ガ
を
連
載
し

た
。
同
時
に
、
手

塚
治
虫
や
石
ノ
森

章
太
郎
と
交
流
も

あ
り
、
複
数
コ
マ

を
使
う
ス
ト
ー
リ

み
る
、
そ
の
前
向
き
さ
が
な
け

れ
ば
提
案
す
ら
二
の
足
を
踏
む

事
案
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

然
学
府
と
し
て
は
反
対
の
嵐
が

吹
い
た
は
ず
で
す
が
、「
実
現
す

る
！
」
と
い
う
可
能
性
の
前
に

嵐
は
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
明
る
さ
と
夢
見

る
力
に
心
か
ら
杯
を
上
げ
ま

す
！

　
い
つ
も
陽
気
で
逆
境
を
軽
い

足
取
り
で
乗
り
越
え
る
と
こ
ろ

や
、
毎
日
気
分
よ
く
オ
シ
ャ
レ

な
三
つ
揃
い
で
過
ご
さ
れ
る
（

　
牧
野
先
生
!!

　
牧
野
先
生
が
京
都
精
華
大
学
に

お
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
ス
ト
ー

リ
ー
マ
ン
ガ
が
大
学
に
学
科
と
し

て
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
２
０
０
０
年

と
い
う
時
期
に
、
早
す
ぎ
る
と
言

え
る
よ
う
な
展
開
で
し
た
。
そ
れ

に
乗
っ
た
私
も
私
で
す
が
、
新
し

い
も
の
に
目
が
な
く
て
、
何
事
も

ど
う
か
と
思
案
す
る
前
に
や
っ
て

　
２
０
２
２
年
８
月
１４
日
、
マ
ン
ガ
家
の
牧
野
圭
一
さ
ん
が
８４
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　
牧
野
さ
ん
は
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
広
告
マ
ン
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、
１
９
６
６
年
、
政
治
諷
刺
マ
ン
ガ
家
の
巨
匠
・
近
藤
日

出
造
氏
に
師
事
、
本
格
的
に
マ
ン
ガ
家
の
道
に
入
ら
れ
ま
す
。
１
９
７
６
年
か
ら
は
、
師
匠
の
後
を
継
ぐ
形
で
『
読
売
新
聞
』
に
政
治
一
コ
マ

マ
ン
ガ
を
８９
年
ま
で
担
当
、
名
実
と
も
に
政
治
諷
刺
マ
ン
ガ
、
一
コ
マ
マ
ン
ガ
の
第
一
人
者
と
な
り
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
に
関
す
る
多
く
の
組
織
や
施
設
に
関
わ
り
、
こ
の
文
化
を
支
え
る
た
め
の
土
台
作
り
に
奔
走
す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
領
域
に
「
マ

ン
ガ
」
と
い
う
文
化
を
持
ち
込
み
、
刺
激
的
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
き
た
天
才
的
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
土
台
で

も
あ
り
化
学
実
験
場
で
も
あ
る
、
こ
こ
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
牧
野
さ
ん
が
構
想
段
階
か
ら
関
わ
ら
れ
、
今
も
そ
の
イ
ズ
ム
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
最
大
の
牧
野
作
品
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
牧
野
先
生
に
敬
意
を
表
し
、
膨
大
な
お
仕
事
の
ほ
ん
の
一
端
と
、
6
人
の
関
係
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
追
悼
文
を
紹
介

し
ま
す
。

　
牧
野
先
生
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ
さ
い
。

︵
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
︶

牧野圭一先生、お疲れ様でした

竹
宮
惠
子
（
漫
画
家
）

「第9回国際マンガサミット京都大会」のイベントで、ライブドローイングをする牧野先生
（2008年、マンガミュージアムで）

（
マ
ン
ガ
評
論
家

 

／
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
顧
問
）

『
読
売
新
聞
』

政
治
マ
ン
ガ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

『コミック学のみかた。』（朝日新聞社出版局、1997年）より。
牧野先生の視野の広さこそ、マンガミュージアムが「マンガ」
を幅広く捉える考え方のベースとなっている。

筆者描き下ろしによるイラスト

牧野圭一

1976

～

1989

頭より末端の処理が大変
1976年７月31日掲載

わかっちゃいたけど、オソロシイ結論
1976年７月15日掲載

ハイジャック完全防止法
1977年10月15日掲載

”鳥”をしのぐ恐怖のイメージがわいてきました
1977年6月7日掲載

デノミを成功させる”新円”のデザイン
1978年 1月3日掲載

本物の”大国”まであとひと息？
1978年11月27日掲載

タテかヨコぐらいの差で決まる
1980年10月30日掲載

ム！ いよいよ漫画に挑戦する気だな
1980年6月18日掲載 1980年12月3日掲載

世界中の漫画家もチエを絞りました
（漫画大賞選考終了）
1979年12月11日掲載

1979年5月3日掲載
”目白宣言”

1979年 8月29日掲載

『木野評論』臨時増刊「文学はなぜマン
ガにまけたか !?」京都精華大学情報館、
１９９８年

牧野圭一、上島豊『視覚とマンガ表現
科学とマンガのナベ《鍋？》ゲーション』
臨川書店、２００７年

養老孟司、牧野圭一『マンガをもっと
読みなさい　日本人の脳はすばらしい』
晃洋書房、２００５年

牧野圭一『“感覚的”マンガ論』ＮＨＫ出版、
２００８年

牧野圭一『Ｗｈａｔ‘ｓ　Ｐｏｌｉｔｉｃｓ？』ワコー、
１９８８年
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漫画家も毎年いただくようになりまして―
1981年11月4日掲載

終戦記念日のアツイ午後
1982年8月15日掲載
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話
に
な
り
、
先
生
が
お
ら
れ
な

け
れ
ば
、
今
の
私
の
活
動
に
繋

が
っ
て
い
な
い
と
常
に
感
じ
て

い
る
。

　
た
だ
先
生
は
、
人
の
名
前
を

覚
え
る
の
が
苦
手
で
、
話
は
長

い
の
で
マ
イ
ク
な
ど
渡
す
の
は

も
っ
て
の
外
。
メ
ー
ル
も
長
く

て
癖
が
あ
り
、
送
り
先
か
ら
翻

訳
し
て
欲
し
い
と
私
に
依
頼
が

く
る
。
作
品
や
書
籍
も
膨
大
で
、

散
ら
か
っ
て
る
の
か
整
理
さ
れ

て
る
の
か
判
別
が
難
し
い
部
屋

に
お
ら
れ
、朝
５
時
過
ぎ
に
「
今

か
ら
京
都
に
行
く
の
で
す
が
、

昼
ま
で
に
来
れ
ま
す
か
？
」
と

の
電
話
が
ち
ょ
く
ち
ょ
く
あ
り
、

兵
庫
県
か
ら
飛
ん
で
い
っ
た
も

の
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
に

呼
び
出
さ
れ
た
時
は
、「
堂
野
さ

ん
、
で
き
る
よ
ね
？
」
と
企
画

　
今
の
マ
ン
ガ
文
化
に
関
わ
る

人
は
、
牧
野
先
生
の
切
り
拓
き

思
い
望
ん
だ
流
れ
の
上
で
大
き

く
花
開
い
て
い
る
と
思
う
。

　
先
生
に
は
公
私
と
も
に
お
世

よ
」

　
常
々
そ
う
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
を
思

い
出
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
１
コ
マ

漫
画
界
に
新
た
な
タ
ネ
を
撒
く
人
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。

　
写
真
は
コ
ロ
ナ
前
の
漫
画
家
協
会
の

総
会
で
お
会
い
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

胃
癌
の
手
術
を
乗
り
越
え
た
後
で
、
別

人
で
は
と
思
う
ほ
ど
痩
せ
ら
れ
て
い
た
。

　「
先
生
と
も
い
ろ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し

た
ね
え
」
と
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
話

を
し
な
が
ら
帝
国
ホ
テ
ル
の
懇
親
会

パ
ー
テ
ィ
の
会
場
へ
向
か
う
途
中
の
ワ

ン
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は

こ
れ
が
最
後
の
会
話
と
な
っ
た
。

　
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

甲
子
園
な
ど
、
そ
の
後
の
日
本

各
地
で
の
漫
画
賞
企
画
の
起
点

と
も
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
私
は
そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

第
４
回
の
大
賞
を
始
め
い
く
つ

も
の
賞
を
頂
い
た
が
、
そ
の
後
、

氏
が
マ
ン
ガ
学
部
部
長
を
務
め

る
京
都
精
華
大
学
の
教
授
と
し

て
着
任
し
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
に
あ

た
っ
て
も
多
く
の
場
面
で
関
わ

ら
せ
て
頂
き
な
が
ら
次
々
と
新

し
い
企
画
を
実
現
さ
せ
て
行
く

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
に

は
驚
か
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　「
私
は
タ
ネ
を
撒
く
の
が
自
分

の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
て
ね
、

花
が
開
い
た
ら
あ
と
は
皆
さ
ん

に
お
任
せ
し
て
次
の
タ
ネ
を
撒

く
場
所
を
探
し
に
行
く
ん
で
す

牧
野
先
生
と
の
思
い
出

吉
村
和
真
（
京
都
精
華
大
学
マ
ン
ガ
学
部
教
授
）

篠
原
ユ
キ
オ
（
漫
画
家
）

ド
ウ
ノ 
ヨ
シ
ノ
ブ
（
え
か
き
／
モ
ノ
づ
く
り
作
家
）

表 

智
之
（
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
専
門
研
究
員
）

　
私
は
元
々
、
日
本
近
世
思
想

史
の
研
究
者
で
し
た
。
京
都
と

北
九
州
で
２
回
、「
マ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
立
ち
上
げ

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

色
々
と
不
思
議
な
縁
に
導
か
れ

て
の
こ
と
で
す
。
そ
の
「
縁
」

の
根
元
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
。

私
に
と
っ
て
の
牧
野
圭
一
先
生

は
そ
う
い
う
存
在
で
す
。

　
日
本
マ
ン
ガ
学
会
の
初
期
か

ら
の
一
参
加
者
と
し
て
は
、
重

い
お
立
場
に
比
し
て
軽
や
か
な

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
ぶ
り
が
印

象
的
で
し
た
。
自
分
の
専
門
領

域
の
「
学
会
」
の
息
苦
し
さ
と

は
対
照
的
な
、
立
場
や
意
見
の

異
な
る
者
同
士
が
議
論
の
輪
に

加
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
楽
し

さ
。
牧
野
先
生
は
そ
ん
な
空
気

の
中
心
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
後

に
遅
ま
き
な
が
ら
そ
の
ご
経
歴

や
ご
業
績
を
知
る
と
、
性
格
や

気
質
で
は
な
く
、
決
然
た
る
信

念
で
「
オ
ー
プ
ン
」
を
貫
い
て

来
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
至
り
、

畏
敬
の
念
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
、
会
議
等
で
業
務
上

の
判
断
や
指
示
を
仰
い
で
き
ま

し
た
が
、
思
い
返
す
と
、
直
近

の
懸
案
で
は
な
く
一
歩
先
の
こ

と
を
い
つ
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
も
、
次
の
目
的
地

は
「
あ
そ
こ
」
だ
よ
と
指
し
示

す
の
で
な
く
、
ご
自
身
は
と
っ

く
に
先
に
い
っ
て
お
ら
れ
て
、

「
こ
こ
」
ま
で
来
な
さ
い
と
い
う

風
情
で…

…

先
へ
先
へ
ど
ん
ど

ん
行
っ
て
お
ら
れ
る
疾
走
感
が

常
に
あ
り
ま
し
た
。

　
現
職
の
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
、
何
か
の
会
合

等
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
る
と
、「
噂

は
聞
い
て
い
ま
す
よ
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
お
褒
め
く
だ
さ
り
、
嬉
し
く

感
じ
る
と
共
に
、
や
は
り
す
で
に
「
先
」

へ
行
っ
て
お
ら
れ
る
感
じ
が
常
に
あ
り

ま
し
た
。
道
な
き
道
を
踏
み
分
け
、
若

い
者
を
引
き
入
れ
て
事
業
を
興
し
、
細

か
い
こ
と
は
任
せ
て
そ
の
次
へ
。
席
の

暖
ま
る
暇
が
な
い
。
自
然
、「
縄
張
り
」

も
「
サ
ル
山
」
も
形
成
し
ま
せ
ん
か
ら
、

功
績
が
可
視
化
さ
れ
に
く
い
の
で
す

ね
。
世
間
に
は
別
の
誰
か
の
功
績
に
見

え
る
が
、
実
は
牧
野
先
生
の
手
の
平
の

上
。
そ
う
い
う
例
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
牧
野
先
生
の
オ
ー
プ
ン
さ
を
大
い
に

享
受
し
、
手
の
平
の
上
を
邁
進
し
て
き

た
一
人
と
し
て
、
今
後
そ
の
業
績
を

し
っ
か
り
と
顕
彰
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
牧
野
先
生
の
膨
大
な
業
績
の
顕

彰
は
別
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で

は
、
お
そ
ら
く
誰
も
知
ら
な
い
一

つ
の
企
画
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
「
吉
村
さ
ん
（
私
の
こ

と
）
を
漫
画
家
に
す
る
」
と
い
う
、

牧
野
先
生
が
関
わ
ら
れ
た
お
仕
事

の
中
で
も
極
め
て
難
易
度
の
高
い

企
画
の
こ
と
で
す
。
今
か
ら
約
２０

年
前
、
私
が
小
学
生
の
頃
に
漫
画

家
に
な
る
夢
を
断
念
し
た
思
い
出

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
牧
野
先
生
が

俄
然
や
る
気
に
な
ら
れ
た
の
で

す
。

　
早
々
に
私
は
、
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン

コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
に
混
じ
っ
て

京
都
市
動
物
園
で
ス
ケ
ッ
チ
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
悩
ん
だ
挙
句
、

ぐ
っ
た
り
寝
て
い
る
熊
の
姿
を
描

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
先
生
に
見
せ

る
と
、
笑
顔
で
「
お
お
よ
く
で

き
た
ね
」
と
丸
を
付
け
て
く
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
時

間
を
か
け
て
描
い
た
熊
で
は
な

く
、そ
の
熊
の
後
ろ
に
い
て
サ
ッ

と
描
き
な
ぐ
っ
た
亀
の
ほ
う
に
、

で
し
た
。「
こ
れ
こ
そ
マ
ン
ガ
の

線
で
す
」
と
褒
め
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
が
、
半
信
半
疑
だ
っ

た
私
の
表
情
を
先
生
が
見
逃
す

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
数
日
後
、
牧
野
先
生
か
ら
研

究
室
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
部
屋

に
入
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら「
ほ
ら
、こ
れ
を
ご
覧
な
さ
い
。

あ
な
た
の
絵
は
や
は
り
見
込
み

が
あ
る
よ
う
で
す
よ
」
と
、
一

枚
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
目
を
通
す
と
、
な
ん

と
あ
の
世
界
的
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
秋
山
孝
さ
ん
に
よ
る
「
な

か
な
か
味
の
あ
る
絵
で
す
ね
」
と

い
う
（
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
言
い
よ

う
の
な
い
）
コ
メ
ン
ト
が
、
あ
の

亀
の
絵
に
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で

す
！

　
牧
野
先
生
、
あ
の
時
の
こ
と
を

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

あ
れ
以
来
、
私
は
、
牧
野
先
生
の

言
葉
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
一
切
冷

や
か
し
や
諦
め
が
無
い
こ
と
を
胸

に
、
様
々
な
お
仕
事
で
ご
一
緒
し

ま
し
た
。
日
本
マ
ン
ガ
学
会
や
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

設
立
は
そ
の
代
表
例
で
す
が
、
ど

ん
な
企
画
で
も
牧
野
先
生
の
本
気

度
は
同
じ
で
し
た
。

　
そ
ん
な
先
生
と
過
ご
し
た
時
間

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
で
も
、
マ
ン
ガ
は

ま
だ
描
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ば

か
り
は
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
よ
」

の
お
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す…

。

合
掌
。

席の暖まる暇がない！

「師を想う」
～そう、これが牧野流～

　
牧
野
先
生
と
初
め
て
お
会
い

し
た
の
は
１
９
７
７
年
の
夏
頃

だ
っ
た
と
思
う
。

　
奈
良
市
内
の
ホ
テ
ル
の
喫
茶

室
で
、
１
コ
マ
漫
画
家
の
ク
ミ

タ
・
リ
ュ
ウ
氏
と
ご
一
緒
だ
っ

た
。

　
読
売
新
聞
社
が
翌
年
か
ら
開

催
す
る
と
い
う
『
読
売
国
際
漫

画
大
賞
』
を
ど
う
し
て
も
成
功

さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
作

品
応
募
へ
の
声
が
け
に
２
人
で

国
内
の
目
立
っ
た
１
コ
マ
漫
画

家
に
直
接
会
っ
て
協
力
を
依
頼

し
て
ま
わ
っ
て
お
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
熱
意
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
た
。

　
沈
滞
気
味
の
１
コ
マ
漫
画
界

を
な
ん
と
か
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
想
い
を
伝
え
ら
れ
、
１
コ

マ
漫
画
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

も
熱
く
語
り
合
っ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。

　
そ
の
想
い
は
世
界
各
国
の
多

く
の
漫
画
家
た
ち
に
も
伝
わ
り
、

応
募
点
数
は
１
万
点
を
超
え
る

も
の
と
な
り
、北
海
道
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
国
際
漫
画
大
賞
、
高
知
県

の
黒
潮
マ
ン
ガ
大
賞
、
ま
ん
が

牧野先生、

覚えていらっしゃいますか

　
マ
ン
ガ
は
万
能
接
着

剤
な
ん
だ
か
ら
、
絵
だ

け
じ
ゃ
な
く
マ
ン
ガ
思

考
で
ど
ん
な
物
で
も
く
っ
つ
け
て
コ

ツ
コ
ツ
と
ダ
ム
を
作
っ
て
い
く
事
が

重
要
な
ん
だ
。

　
い
つ
も
君
の
や
り
た
い
事
を
コ
ツ

コ
ツ
続
け
る
事
が
重
要
で
、
そ
れ
は

私
も
一
緒
な
ん
だ
よ
」
と
。

　
ご
存
命
中
に
大
き
な
ダ
ム
が
出
来

た
と
報
告
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

先
生
の
ご
意
志
を
弟
子
ビ
ー
バ
ー
と

し
て
、
今
日
も
せ
っ
せ
と
運
び
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

牧野先生（右）と筆者＝筆者提供

牧野先生（右）と筆者＝筆者提供
（2017年、日本漫画家協会総会にて）

自身の発案で92年に始まった「まんが甲子園」で、牧野先生は晩年まで審査委員長を
務めた。右からやなせたかし先生、ちばてつや先生、牧野先生（2010 年、まんが
甲子園にて）＝ドウノ ヨシノブ提供

薬局でおなじみの佐藤製薬の
マスコット「サトちゃん」の妹
「サトコちゃん」は、牧野先生
がデザインした

親
交
の
深
い
や
な
せ
た
か
し
先
生
の
記
念
館
の
た
め
、「
や
な
せ
う
さ
ぎ
」
銅
像
の
設
計
を
牧
野
先
生
が
担
当

し
た
＝
ド
ウ
ノ 

ヨ
シ
ノ
ブ
（
写
真
）
／
京
都
精
華
大
学
事
業
推
進
室
（
設
計
図
）
提
供

も
予
算
も
ま
る
で
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
年
度
末
ま
で
に
マ
ン

ガ
冊
子
の
納
品
だ
け
は
決
ま
っ

て
い
る
、
と
い
っ
た
企
画
を
投

げ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　
京
都
に
い
る
時
は
、
ほ
ぼ
週

２
で
朝
食
や
夕
食
を
ご
一
緒
し

て
い
た
事
も
あ
り
、
作
家
と
し

て
の
生
き
方
や
考
え
方
、
マ
ン

ガ
を
他
の
文
化
と
く
っ
つ
け
て

活
か
し
て
い
く
事
を
常
々
話
さ

れ
て
い
た
事
を
思
い
出
す
。

　「
私
た
ち
の
生
き
方
は

ビ
ー
バ
ー
の
ダ
ム
作
り
と

同
じ
な
ん
だ
よ
。
小
さ
な

小
枝
や
大
き
な
枝
、
色
々

な
枝
を
集
め
て
コ
ツ
コ
ツ

と
組
み
上
げ
て
い
く
。

　
せ
っ
せ
と
運
ん
で
川
を

堰
き
止
め
て
ダ
ム
を
作
る

と
、
大
き
く
流
れ
を
変
え

た
り
、
環
境
を
変
え
た
り

で
き
る
。

問題の教科書　小一こくご「おおきなかぶ」
1981年 7月 2日掲載 1983年 8月5日掲載 1983年 8月15日掲載

1983年12月13日掲載
テイキュウな議論は我が身にはねかえる

1986年 6月23日掲載
耐震構造の不思議な石組み
1985年11月13日掲載

ユーモア大国の真打ちいよいよ登場
1986年5月7日掲載

やっぱり気になるサッチャーさんの握手
1989年7月12日掲載

無気力かどうかは今後を見てくれ
1989年1月16日掲載

★
の
書
籍
は
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
こ
の「
新
聞
」
を
拡
大
し
て
展
示
（
2
0
2
2
年
10
月
1
日
〜
）し
た
際
、
現
物
を
手
に
取
っ
て
読
め
る
形
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。﹇
２
０
２
２
年
１０
月
８
日
﹈

『牧野圭一ユーモアＡＲＴ展』カタログ、豊橋市美術博物館、１９９１年

『読売国際漫画大賞展』カタログ、読売新聞社、１９８０年
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そ
う
す
る
こ
と
で
、

作さ
く

品ひ
ん

同ど
う

士し

の
同ど

う

時じ

代だ
い

的て
き

な
共き

ょ
う

通つ
う

点て
ん

や
、

作さ
く

風ふ
う

の
変へ

ん

化か

を
実じ

っ

感か
ん

で
き
る
よ
う
に
し
た

 

マ
ン
ガ
研け

ん

究き
ゅ
う

に
お
け
る

 「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研け

ん

究き
ゅ
う

」の
必ひ

つ

要よ
う

を

強つ
よ

く
感か

ん

じ
さ
せ
た

 

し
か
し
な
が
ら
、

 

こ
う
し
た
批ひ

判は
ん

は
、

現げ
ん

代だ
い

に
お
い
て

妥だ

当と
う

な
の
だ
ろ
う
か
？

 

コ
ロ
ナ
禍か

と
い
う
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

が
、

格か
く

別べ
つ

に
語か

た

ら
れ
る
も
の
で
も

な
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
こ
と
も

示し
め

し
て
い
る
よ
う
に
見み

え
る

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日に

本ほ
ん

に
お
け
る

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

共き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

と
違ち

が

い
に
つ
い
て
も

語か
た

ら
れ
た

 〈
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

社し
ゃ

会か
い

〉の
実じ

っ

相そ
う

を
示し

め

す

デ
ー
タ
＝「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
を
提て

い

示じ

し
つ
つ
、

そ
う
し
た
現げ

ん

実じ
つ

を
生い

き
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
＝「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
提て

い

案あ
ん

し
た

作さ
く

品ひ
ん

に
通つ

う

底て
い

し
て
い
る

精せ
い

神し
ん

の
共き

ょ
う

通つ
う

点て
ん

や
制せ

い

作さ
く

裏う
ら

話ば
な
し

な
ど
、

 

マ
ン
ガ
と
酒さ

け

、ワ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
話わ

題だ
い

に
つ
い
て

話は
な
し

を
し
て
も
ら
っ
た

 

そ
の
発は

っ

展て
ん

の
た
め
の
体た

い

制せ
い

を
推す

い

進し
ん

す
る

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構こ

う

築ち
く

と

 

ハ
ブ
と
な
る
拠き

ょ

点て
ん

の

確か
く

立り
つ

を
目も

く

的て
き

と
す
る

文ぶ
ん

化か

庁ち
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

の
中ち

ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
役や

く

割わ
り

を
、

 IM
R

C

が
担に

な

い
続つ

づ

け
て
い
る

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
原げ

ん

画が

を
取と

り
込こ

ん
で

色い
ろ

調ち
ょ
う

整せ
い

を
重か

さ

ね
た
上う

え

で
印い

ん

刷さ
つ

さ
れ
た
、

原げ
ん

画が

と
並な

ら

べ
て
も
見み

分わ

け
の
つ
か
な
い
ほ
ど

精せ
い

巧こ
う

な
マ
ン
ガ
原げ

ん

稿こ
う

の
複ふ

く

製せ
い

で
あ
る

 

マ
ン
ガ
に
関か

ん

す
る
様さ

ま

々ざ
ま

な
テ
ー
マ
を
、

 

カ
フ
ェ
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
に
、

多た

彩さ
い

な
ゲ
ス
ト
や
参さ

ん

加か

者し
ゃ

と
と
も
に

語か
た

り
合あ

う
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
す
る

 

イ
ベ
ン
ト
だ

Annual 

Report

2022

Kyoto 

Seika 

University 

International 

Manga 

Research 

Center

Annual Report Kyoto Seika University International Manga Research Center

 
2
0
2
2

20
2

2

2022

 
2
0
2
2

京
都
精
華
大
学
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー

京
都
精
華
大
学
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー

年
次
報
告
書

年
次
報
告
書

A
n

n
u

a
l R

ep
o

r
t

K
yo

to
 Seik

a
 U

n
iv

er
sit

y
 In

ter
n

a
tio

n
a

l M
a

n
g

a
 R

esea
r

c
h

 C
en

ter


